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は じ め に

貝塚市は、大阪府の南部、泉州地域に位置し、北は岸和田市、南は熊取町・泉佐野市と隣接し

ています。西は大阪湾に面し、東に和泉葛城 山を望む風光明媚な地であります。

今 日、私たちを取 り巻 く社会や 自然の環境は、急速な開発で大きく変貌を遂げつっあ り

ます。 こうした開発が進む一方で、先人 によって育まれた文化 の痕跡である埋蔵文化財 が

失われています。 このような埋蔵文化財 を発掘調査 によって文化の痕跡 を記録す ることに

より、その歴史を明 らかにする一方で、私たちの 日常生活が先人によって培われた文化の

賜物であることを認識 し、 これか らの発展の礎 とす るために未来へ引き継いでいく必要が

あ ります。

本書は、平成18年 度 中に実施いたしま した緊急発掘調査の結果報告です。住宅建築に伴

い、事前に実施 した発掘調査であ り、市域の歴史、文化を知る うえで欠かせない成果を得

ることができました。

発掘調査な らびに本書の作成 にあた り、多大なご指導、ご協力を賜 りま した関係各位 に

対 し、深謝す るともに、今後 とも本市埋蔵文化財保護行政 に対す る一層のご理解 とご支援

をお願い申し上げます。

平成19年3月30日

貝塚市教育委員会

教育長 山 本 太三郎



例 言

1.本 書 は貝塚市教育委員会が平成18年 度 に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府貝塚市域にお

ける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告 である。 なお、遺物整理の都合か ら一部、平成17年 度

調査についても掲載 している。

2.発 掘調査は平成18年4月1日 より実施 し、平成19年3月30日 に終 了した。調査は三浦基、木

嶋崇晴が行った。

3.本 書の執筆 ・編集は三浦基、木嶋崇晴が行った。

4.出 土遺物、調査記録は、貝塚市教育委員会において保管 している。

5.本 書 の第3章 においては、貝塚市教育委員会が平成元年および平成2年 に国庫補助金を受 け

て実施 した埋蔵 文化財緊急発掘調査について、概要報告書 に一部掲載できなかった調査を掲載

している。

凡 例

1.図6～21の 調 査 図 面 につ いて は、調 査地位 置 図 は縮 尺1/5000、 方位 は座 標 北 を上 に統 一 し

て い る。 また、調 査 区位 置 図 の方位 は磁 北 を示 す。

2.本 書 で用 い た標 高は 、東京湾 平均海 水 面(T.P.)を 基 準 とした。

3.本 書 の土 色表示 は、農林 水 産省 水産 技術 会議 事務 局 監修 『新版 標 準 土色 帳』1990年 度 版 を

用 い た。

4.貝 塚 市 遺跡 分布 図 にっい ては 、貝塚 市域 に限定 し、 山間 部 の 一部 は掲載 してい ない。



目 次

は じ め に

例 言 、 凡 例

目 次(本 文 目 次 、 挿 図 目次 、 図 版 目次 、 表 目 次)

第1章 平 成18年 発 掘 調 査 の 概 要1

第2章 調 査 の 結 果7

1.久 保 遺 跡2005-56区7

2.土 生 遺 跡2006-21区7

3.津 田 遺 跡2006-34区8

4.加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡2006-50区9

5.沢 城 跡2005-66区 、2006-40区9

6.沢 西 遺 跡2006-23区12

7.澱 池 遺 跡2005-59区13

8.半 田 遺 跡2006-37区13

9.新 井 ・鳥 羽 北 遺 跡2006-19区15

10.石 才 南 遺 跡2006-27区 、2006-57区15

11.地 蔵 堂 廃 寺2006-25区18

12.地 蔵 堂 遺 跡2006-45区18

13.堤 西 浦 遺 跡2005-62区18

14.三 ケ 山 西 遺 跡2006-14区21

15.水 間 ニ ノ 戸 遺 跡2006-6区 、2006-35区 、2005-61区21

第3章 平 成 元 年 ・平 成2年 の 調 査24



挿 図 目 次

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図

図2調 査 地 位 置 図

図3調 査 地 位 置 図

図4調 査 地位 置 図

図5調 査 地位 置 図

図62005-56区

図72006-21区

図82006-34区

図92006-50区

図102005-66区

図112006-40区

図122006-23区

図132005-59区

図142006-37区

図152006-19区

図162006-27区 ・2006-57区

図172006-25区 ・2006-45区

図182005-62区

図192006-14区

図202006-6区 ・2006-35区

図212005-61区

図22調 査 地位 置 図(平 成 元 年 ・2年)

図23調 査 地位 置 図(平 成 元 年 ・2年)

図24調 査 地位 置 図(平 成 元 年 ・2年)

図 版 目 次

図 版1久 保 遺跡(2005-56区)

土生 遺 跡(2006-21区)

1.2005-56区 完 掘 状 況(西 よ り)

2.2006-21区 調 査 区1完 掘 状 況(東 よ り)

図版2津 田 遺 跡(2006-34区)

加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡(2006-50区)

1.2006-34区 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2006-50区 完 掘 状 況(北 よ り)

図 版3沢 城 跡(2005-66区)

1.2005-66区 完 掘 状 況(南 よ り)

2.2005-66区 調 査 区東 壁 断 面(西 よ り)

図版4沢 城 跡(2006-40区)

1.2006-40区 完 掘 状 況(東 よ り)

2.2006-40区 調 査 区南 壁 断 面(北 よ り)

図版5沢 西 遺 跡(2006-23区)

1.2006-23区 完 掘 状 況(西 よ り)

2.2006-23区 調 査 区 西壁 断 面(東 よ り)

図 版6澱 池 遺 跡(2005-59区)

1.2005-59区 完掘 状 況(南 よ り)

z.2005-59区 調 査 区 西壁 断 面(東 よ り)

図 版7半 田遺 跡(2006-37区)

1.2006-37区 完掘 状 況(南 よ り)

2.2006-37区 調 査 区西 壁 断 面(東 よ り)

図 版8新 井 ・鳥 羽 北 遺跡(2006-19区)

1.2006-19区 完 掘 状 況(南 よ り)

2.2006-19区 調 査 区西 壁 断 面(東 よ り)

図版9石 才 南 遺 跡(2006-27区)

1.2006-27区 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2006-27区 調 査 区西 壁 断 面(東 よ り)

図版10石 才 南 遺 跡(2006-57区)

1.2006-57区 完 掘 状 況(東 よ り)

2.2006-57区 調 査 区南 壁 断 面(北 よ り)

図 版11地 蔵 堂 廃 寺(2006-25区)・ 地 蔵 堂 遺 跡(2006-45区)

1.2006-25区 完掘 状 況(北 よ り)

2.2006-45区 調 査 区1完 掘 状 況(東 よ り)

図 版12堤 西 浦 遺 跡(2005-62区)

1.2005-62区 調 査 区1第1面 鋤 溝 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2005-62区 調 査 区1第2面 完 掘 状 況(東 よ り)

図 版13三 ヶW西 遺 跡(2006-14区)・ 水 間 ニ ノ戸 遺 跡(2005-61区)

1.2006-14区 完 掘 状 況(東 よ り)

2.2005-61区 完 掘 状 況(東 よ り)

図版14水 間 ニ ノ戸 遺 跡(2006-6区)

1.2006-6区 完掘 状 況(東 よ り)

2.2006-6区 調 査 区 北壁 断 面(南 よ り)

図 版15水 間 ニ ノ 戸遺 跡(2006-35区)

1.2006-35区 調 査 区1完 掘 状 況(西 よ り)

2.2006-35区 調 査 区1北 壁 断 面(南 よ り)

表 目 次

表1.平 成18年 国庫補助事業一覧

(平成18年1月 ～12月)

表2.平 成元年 ・平成2年 国庫補助事 業一覧



第1章 平成18年 発掘調査 の概要

平成18年 の埋蔵文化財発掘届出及び通知の総件数は364件 、遺跡外試掘調査依頼は15件 である。

届出 ・通知にかかわる対応について、確認調査は57件、立会調査は130件 、慎重工事は179件 、府にて対応 は2

件である。このうち個人住宅の建設に伴 う調査は19件 である。

昨年の届出件数 と比較すると、その件数は増加傾向にある。その要因としては、新井 ・鳥羽北遺跡においてユ

ニチカ貝塚工場の跡地に大規模な宅地開発が行われ、分譲住宅の建設が始まったためであ り、さらにその周辺に

おいて小規模の宅地造成が増加 している。

個人による住宅建築は、81件 で昨年と比較 して横ばいである。また個人住宅および分譲住宅では、相次 ぐ地震

によるためか地盤改良や柱状改良等の耐震工事を行 う件数が増 えている。

住宅以外の開発は、宅地造成17件 、共同住宅の建築7件 、店舗5件 であ り、宅地造成、共同住宅、店舗は平成

17年の届出件数と比較 して増加傾向にある。

遺跡範囲外においての開発は、15件 であり、その目的は宅地造成8件 、共同住宅1件 、店舗2件 、工場2件 、

土砂採取1件 、保育所1件 で前年に引き続き増加 している。宅地造成については、1000㎡ を超える開発は5件 で

ある。

新規の遺跡発見については、木積下代遺跡を登録 した。地蔵 堂遺跡、沢遺跡、小瀬遺跡、新井ノ池遺跡にっい

ては、遺跡の範囲拡張を行った。

遺 跡 名 調査番号 遺跡 略 口 開 発 地

(平成17年 度)

1 久 保 遺 跡 2005-56 KB 久 保53、55-3

2 澱 池 遺 跡 2005-59 TI 沢618-1の 一 部

3 水 間 ニ ノ 戸 遺 跡 2005-61 MNT 水 間239-1

4 堤 西 浦 遺 跡 2005-62 TN 堤263-3の 一 部

5 沢 城 跡 2005-66 SJ 沢684-4

(平成18年 度)

6 水 間 ニ ノ 戸 遺 跡 2006-6 MNT 水 間164-1、165

7 三 ヶ 山 西 遺 跡 2006-14 MYN 三 ツ 松1451-1の 一 部 、1452

8 新 井 ・鳥 羽 北 遺 跡 2006-19 NTK 新 井97-8、97-12

9 土 生 遺 跡 2006-21 HB 久 保180-1、-2の 一 部

10 沢 西 遺 跡 2006-23 SN 沢171-5の 一 部

11 地 蔵 堂 廃 寺 2006-25 GZZH 地 蔵 堂93-1、94-2

12 石 才 南 遺 跡 2006-27 ISS 麻 生 中421-1の 一 部

1s 津 田 遺 跡 2006-34 TD 津 田 南 町205-18、205-19

14 水 問 ニ ノ 戸 遺 跡 2006-35 MNT 水 間250-1の 一 部 、三 ツ 松758-2の 一 部

15 半 田 遺 跡 2006-37 HD 麻 生 中948-5

16 沢 城 跡 2006-40 sJ 沢1315-3、1318-2、1319-2

17 地 蔵 堂 遺 跡 2006-45 GZZ 地蔵 堂228の 一部

18 加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡 2006-50 KKH 海 塚329-1、329-2、331-1

19 石 才 南 遺 跡 2006-57 ISS 麻 生 中452-1

表1平 成18年 国庫補 助事業一覧(平 成18年1月 ～12月)
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1。沢新 出遺 跡2.沢 海 岸遺 跡3.沢 遺跡5.長 楽寺 跡7.地 蔵 堂丸 山古墳8.地 蔵 堂廃 寺9。 下新 出遺 跡10.秦 廃 寺15.麻 生 中新池 遺跡16.

河池 遺跡17.水 間寺遺 跡18.木 積観音 寺跡20堀 遺 跡21橋 本遺 跡22.貝 塚寺 内 町遺跡23.加 治 ・神 前 ・畠 中遺跡24.明 楽 寺跡25.沢

共 同墓地遺 跡26.沢 西 出遺 跡27.沢 海 岸 北遺跡28.沢 城 跡29.新 井 ・鳥羽遺 跡30.新 井 ノ池 遺跡31.半 田遺 跡32麻 生 中遺跡34.澱 池

遺跡35.積 善 寺城 跡36.清 児遺 跡37.集 原池遺 跡38.高 井天 神廃 寺 ・高井 城跡39.森 城 跡40.森B遺 跡41。 森 ノ大 池遺跡42.森A遺 跡

43。ニ ツ池 遺跡44.千 石 堀城 跡45.水 間 墓地46.三 ケ山城跡47.片 山墓 地48.蛇 谷 城跡51.窪 田遺 跡 ・窪 田廃 寺53.坊 城 遺跡54.三 ツ

松遺 跡55.槍 ヶ谷城 跡56.半 田遺跡(清 児地 区)57。 堤遺跡58.小 瀬 五所 山遺 跡59.石 才遺 跡60.王 子遺跡61.土 生遺跡64.海 岸 寺 山

遺跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺 跡68.三 ヶ 山遺跡69。 三 ヶ山西遺 跡70.石 才 南遺 跡71.名 越 遺 跡72.地 蔵堂 遺跡73.名 越 西 遺跡74.木

積 遺 跡75.新 井 ・鳥羽 北遺 跡78.沢 西遺 跡79.王 子西 遺跡80.津 田遺 跡81.三 ヶ山オ ニ谷遺 跡82.福 田遺跡83.森 下代 遺跡84.三 ツ松

北垣 外遺 跡85.薬 師池 西遺 跡86.麻 生 中出 口遺跡87.小 瀬 遺跡88.堤 三 宅遺跡89.沢 新 開遺 跡90.沢 タナ ジ リ遺 跡91.堀 新 遺 跡92.

橘 池 遺跡93.麻 生 中下 代遺 跡94.堀 秋 毛 遺跡95.半 田北遺 跡96.沢 老 ノ塚 遺跡97.東 遺跡98.馬 場 遺跡100.鳥 の池西 遺跡101.白 地

谷遺跡102.津 田北 遺跡103.久 保 遺跡108.水 間 ニ ノ戸遺跡109.窪 田ハマ デ遺 跡110.海 塚遺 跡111.脇 浜川端 遺 跡112.馬 場 笹 力遺 跡

113.橋 本野 岸 ノ下遺跡114.麻 生 中薬 師堂遺 跡

図1貝 塚市遺跡分布図(部 分 ・貝塚市域のみ)
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図2調 査 地位置図

一3一



m

図3調 査地位置図
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図4.調 査地位置 図.
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図5調 査地位置 図
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第2章 調査の成果

1.久 保 遺 跡

本遺跡は、津田川右岸の中位段丘上、標高16mに 位置 し、周知の遺跡 として縄文時代、平安時代～近世にかけ

ての集落跡と推定 している。本遺跡の周辺には、弥生時代か ら古墳時代にかけての遺構を検出 している土生遺跡、

6～7世 紀の掘立柱建物跡を検出している小瀬五所山遺跡が存在する。

2005-56区 の 調査(図6・ 図版1)

本調査は、久保53、55-3に おいて実施 した。調査は、申請地内において調査区(6.75㎡)を 設定して行った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.5m)、 第2層 は灰色砂質土(層 厚0.2m)、 第3層 はにぶい橙色粘質シ

ル ト(地 山)で ある。第2層 は旧耕土やにぶい橙色土のブロック土を含み、遺物は出土していない。第3層 上面

において遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

本申請地は1土 層の観察等により土地の削平や撹乱を受けているものと考えられる。(木 嶋)

2.土 生遺 跡

本遺跡は、津田川の右岸 、標高約15mの 中位段丘上に位置す る。1992年(平 成4年 度)の 調査では弥生時代

の溝を検出している。出土遺物は弥生時代中期の遺物を中心に出土 している。1993年(平 成4年 度)の 調査にお

いては弥生時代中期から古墳時代に機能 していたと考えられる溝を3条 検出している。
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図62005-56区
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2006-21区 の 調 査(図7・ 図 版1)

本調査は、久保1801-1、-2の 一部において実施 した。調査は、申請地内において2箇 所の調査区(計7

㎡)を 設定 して行った。

調査区1の 層序は、第1層 が盛土お よび撹乱、第2層 は灰黄色土、第3層 はにぶい黄橙色粘土(地 山)で ある。

第2層 よ り土師器が出土 していることにより中世の遺物包含層の可能性がある。調査区1の 地山面において遺構

検出を行い、北西一南東方向の溝状遺構を検出した。遺構の深 さは0.2m、 埋土は灰 白色砂である。遺物は出土

していない。

調査区2の 層序は、第1層 が盛土および撹乱、その下層は第3層 の黄褐色粘土(地 山)で ある。調査区2の 地

山面において遺構検出を行ったが、遺構は検出できなかった。調査区2は 、土地の削平により遺物包含層および

遺構は失われたものと考えられる。

調査区1に おいて検出 した溝状遺構については、今回の調査では人為的なものか どうか判断することができな

かった。(木 嶋)

3.津 田遺 跡

本遺跡は、津田川の左岸、中位段丘上、標高3～5mに 位置 し、周知の遺跡 として中世から近世にかけての

集落跡、窯跡と推定 している。本遺跡の周辺には、中世か ら近世にかけて願泉寺を中心に繁栄した貝塚寺内町遺

跡が存在する。本遺跡は、平成5年(1993年)の 調査において近世の土坑を検出している。また陶磁器、窯道具

等が出土 してお り、周囲に窯跡の存在が推測される。

2006-34区 の 調 査(図8・ 図 版2)

本 調 査 は 、 津 田南 町205-18、205-19に お い て 実施 した 。 調 査 は 、 申請 地 内 にお い て調 査 区(6.5㎡)を 設 定

して行 っ た 。

調 査 区 の層 序 は 、 第1層 が盛 土 ・撹 乱 層(層 厚0.23～0.35m)、 第2層 は に ぶ い 黄 褐 色 シル ト～ 細 砂 混 じ り土 、

第3層 は灰 黄 褐 色 礫 砂 で あ る。

地層 堆 積 状 況 か ら判 断 して地 層 は 削 り取 られ て お り遺 物 包 含 層 、 遺 構 は確 認 で き な か っ た。 第2層 、 第3層 は

河 川 堆 積 層 と考 え られ る。(三 浦)

1:盛 土、撹乱(第1層)
2:2.5Y6/2灰 黄色 土(第2層)

3:10YR7/i灰 白色砂(溝 状遺構)

4:10YR5/4に ぶ い黄褐色砂質 シル ト(地 山 ・第3層)

5:10YR6/4に ぶ い黄橙色粘土(地 山 ・第3層)

6:10YR5/6黄 褐色粘土(地 山 ・第3層)

図72006-21区

一g一



1:盛 土 ・撹乱

2:10YR5/3に ぶ い黄褐色 シル ト～細砂混 じり土

3:10YR4/2灰 黄褐 色礫砂
0
4

2m

図82006-34区

4.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡

加治 ・神前 ・畠中遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高11～20mに 位置す る。本遺跡は、これまでの調査で

弥生時代の井戸跡、古墳時代前期の掘立柱建物跡、古墳時代後期の竪穴住居跡、古代の掘立柱建物跡、竪穴住居

跡、井戸跡、溝跡等を検出してお り、古代においては集落跡 もしくは公的施設が存在した可能性がある。平成12

年度(2000年)の 調査において平安時代の瓦窯跡を10基検出 してお り、生産施設の存在が明 らか となっている。

2006-50区 の 調 査(図9・ 図 版2)

本 調 査 は 、 海 塚329-1、329-2、331-1に お い て 実施 した。 調 査 は 、 申請 地 内 に お い て調 査 区(7.5㎡)を

設 定 して 行 った 。

調 査 区 の層 序 は 、1層 は 盛 土(層 厚0.3～0.4m)、2層 は 耕 作 土(層 厚0.1m)、3層 は 暗 灰 黄 色 砂 混 じ り土

(層厚0.03～0.15m)、4層 は暗 灰 黄 色 粘 質 土(層 厚0.06～0.08m)、5層 は黒 褐 色 土(層 厚0.05～0.15m)、6層

は 暗 灰 黄 色 砂 混 じ り土(層 厚0.03～0.24m)、7層 は 暗灰 黄 色 砂 で あ る。

地 層 堆 積 状 況 か ら判 断 して 、5層 か ら8層 は 流 路 堆 積 層 の 可能 性 が あ る。3層 、4層 は農 地層 と考 え られ る 。

8層 は 暗 渠 排 水 溝 で あ る。 上 層 に約5cmの 丸 石 、 下 層 に竹 を 入 れ て い る。 遺 構 は検 出 で き なか っ た。 遺 物 は 出

土 して い な い。

調 査 の結 果 、 流 路 堆 積 層 の可 能 性 が あ る地 層 、農 地 層 を確 認 し、暗 渠 排 水 溝 を検 出 した が 、遺 物 包 含 層 、遺 構

は確 認 で きな か っ た。(三 浦)

5.沢 城 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高8～11mに 位置す る。中世 ・戦国時代の集落跡 ・城跡と推定されて

いる。沢城は紀州根来勢により畠中城 ・積善寺城 とともに近木川流域に築かれた城である。天正13年(1585年)の

豊臣秀吉による紀州攻めの際には、宝蔵院、田中加助 ら紀州の一向宗と雑賀衆約6000人 が籠城 した とされる。

沢城跡では、中世の掘立柱建物跡、耕地跡、溝等を検出している。平成13年 度(2001年)の 調査では、溝を検

出し、溝内より大量の瓦が出土 していることから、沢城に関連する溝と考えられる。
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盛土

耕作土
2,5Y4/2暗 灰黄色砂混 じり土

2.5Y4/2暗 灰 黄色粘 質土

10YR3/正 黒褐色土

2.5Y5/2暗 灰 黄色砂混 じり土

2.5Y5/2暗 灰 黄色砂

丸石(暗 渠排水溝)

図92006-50区

2005-66区 の 調 査(図10・ 図 版3)

本調査は、沢684-4に おいて実施 した。調査は、申請地の建物部分において調査区(32.5㎡)を 設定 して行

った。

調査区の層序は、1～6層 は盛土および撹乱であり、近年の建物等により土地の破壊を受けている。また5層

は粘土ブロックを含む黄灰色土であり、土師器、瓦器の他、瓦や陶磁器等の近世の遺物が混在していることから、

近年の建物による撹乱以外に粘土採掘が行われていた可能性がある。4層 は厚 さ0.1mほ どの粘土を敷き詰めて

いることか ら、近世以降の整地層 と考えられる。

地山面において遺構検出を行い、調査区南側で柱穴を、調査区西端部で溝状遺構 を検出 した。柱穴は2基

(Pit-1・2)検 出し、Pit-1は 直径0,3m、 深さ0.3m、 埋土は灰黄褐色土であり、柱穴底部より河原石が認

め られ、根石と考えられ る。Pit-1よ り瓦器が出土 している。Pit-2は 直径0.3m、 深 さは0.1mで あり、Pit

-1と は深 さが異なるため、同一建物の可能性は低い。

溝状遺構は、その範囲が調査区外に及ぶため、規模等は不明であるが、埋土より土師器、瓦器が出土 している。

本申請地は、粘土採掘や建物等により土地は撹乱を受けてお り、遺物包含層は失われていたが、地山面におい

て柱穴や溝状遺構が残存 していた。 これらの遺構を検出したことにより、中世の掘立柱建物が存在 していたもの

と考えられる。'(木 嶋)
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0
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a:10YR5/2灰 黄 褐 色 土

b:2.5Y5/2暗 灰 黄 色 土

L=KBM

L=KBM

1:盛 土

2:撹 乱1

3:撹 乱2

4:2.5Y7/4浅 黄色粘士(整 地層)

5:2.5Y7/3浅 黄色粘土ブロ ック混 じり2.5Y5/3黄 灰 色t(粘 土採掘層か)

6:2.5Y5/1黄 灰 色土(粘 土採 掘層 か)

7:2.5Y5/2暗 灰 黄色土(溝 状 遺構)

8:2.5Y7/3浅 黄色粘土(地 山)

図102005-66区
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2006-40区 の 調 査(図11・ 図 版4)

本 調 査 は 、 沢1315-3、1318-2、1319-2に お い て 実 施 した。 調 査 は 申請 地 内 に お い て 調 査 区(4.8㎡)を

設 定 して 行 っ た 。

調 査 区 の 層 序 は 、1層 が耕 作 土(層 厚o.z～0.25m)、2層 は床 土(層 厚0.05m)、3層 は 暗灰 黄 色 砂 混 じ り土

(層厚0.1～0.12m)、4層 は で 浅 黄色 土(地 山)で あ る。

3層 は地 層 堆 積 状 況 か ら判 断 して 、 近代 以 降 に 掘 削 され た 溝 あ るい は落 ち込 み と考 え られ る。 地 層 は 削 り取 ら

れ てお り遺 物 包 含 層 、遺 構 は確 認 で き な か っ た。 遺 物 は 出土 して い な い。(三 浦)

6.沢 西 遺 跡

本遺跡は、見出川の右岸、中位段丘上、標高5～9mに 位置 し、周知の遺跡 として弥生時代、中世の集落跡

と推定している。本遺跡の周辺には、弥生時代～奈良時代、中世、近世の集落跡である沢遺跡、平安時代の寺院

跡である明楽寺跡が存在 している。本遺跡は、平成3年(1991年)の 調査において平安時代の溝、性格不明遺構、

鋤溝等、中世の掘立柱建物跡1棟 、溝、鋤溝を検出している。

2006-23区 の 調査(図12・ 図 版5)

本調査は、沢171-5の 一部において実施 した。調査は、申請地内において調査区(4.5㎡)を 設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 が盛土および撹乱(層 厚0.15～0.5m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.15m)、 第3層 は明

黄褐色粘土(地 山)で ある。遺物包含層は確認できなかった。

地山面において遺構検出を行い、溝(SD-1)、 鋤溝を検出した。

SD-1は 、調査区北側で検出した溝であり、その規模は深さ0.05m、 遺構の幅は調査区外に及ぶ。埋土は黄灰

色土であ り、遺物は瓦器が出土している。鋤溝は南北方向のものを3条 検出した。鋤溝の埋土は灰 白色土であり、

遺物は土師器等が出土している。調査区南壁で検出した遺構断面も鋤溝 と考えられる。SD-1と 鋤溝は切 り合い

関係にあ り、鋤溝の方が古い。 これらの遺構の時期にっいては、出土遺物等により中世と考えられる。

申請地にっいては、土地の削平を受けてお り、遺物包含層は失われていたが、地山面でSD-1、 鋤溝を検出

したこと、申請地の北において中世の耕地層を検出していることにより、申請地周辺は中世の耕地跡であったと

推測され る。(木 嶋)

0 2m

図112006-40区
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靉購;硅
52.5Y6/1黄 灰 色 土(SD-1)

62.5Y7/1灰 白色 土(鋤 溝)

72.5Y7/6明 黄 褐 色 粘 土(地 山 ・第3層)

図122006-23区

7.澱 池遺 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高11mに 位置 し、周知の遺跡 として奈良時代から室町時代にかけての

集落跡 と推定している。本遺跡の周辺には、弥生時代か ら中世にかけての遺物散布地ならびに寺院跡 と推定され

る窪田遺跡 ・窪田廃寺があり、14世 紀後半ごろの土坑状遺構1基 、ピット3基 を検出している。中世 ・戦国時代

の集落跡 ・城跡と推定される沢城跡では、中世の掘立柱建物跡、耕地跡、溝等を検出している。

2005-59区 の 調 査(図13・ 図 版6)

本調査は、沢618-1の 一部において実施 した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(3.75㎡)を 設

定して行った。

調査区の層序は、第1層 が現耕土(層 厚0.2m)、 第2層 はにぶい黄橙色土混 じり灰白色土(層 厚0.08m・ 床

土)、 第3層 は灰白色シル ト混 じり灰黄褐色粘質土(層 厚0.15m)、 第4層 は明黄褐色粘土(地 山)で ある。

第3層 は遺物包含層であり、土師器が出土している。第3層 は土質等の観察により中世の耕地層 と考えられ る。

調査区壁面において第3層 より掘 り込まれている溝(SD-1)を 検出した。

SD-1は 、東西方向の溝であり、その規模は、幅0.7m、 深 さ0.15m、 埋土は褐灰色微砂混じり粘質シル トで

ある。遺物は出土していないため、時期は不明であるが、第3層 との関係において中世から近世にかけて設けら

れたものと推測される。

地山面において遺構検出をおこなったが、SD-1以 外は確認できなかった。

申請地の南西部は、澱池の堤(道 路)に 接 してお り、今回検出したSD-1と 堤(側 溝)の 方向性が一致 して

いることか ら、SD-1は 澱池築堤後に設けられた可能性がある。(木 嶋)

8.半 田遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約28mに 位置 し、周知の遺跡として中世の集落跡 と推定される。

これまでの調査では、掘立柱建物跡、溝等、7～8世 紀にかけての遺構を検出 している。本遺跡の西には古代寺

院跡 と推定され る秦廃寺、麻生中下代遺跡が存在 している。麻生中下代遺跡では、大阪府教育委員会(平 成8・

11年度)、 本市教育委員会(平 成15年 度)に おいて発掘調査を実施 し、弥生時代中期の竪穴住居跡、古代の竪穴

一13一
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図132005-59区

住居跡お よび掘立柱建物跡が検出されている。本遺跡や麻生中下代遺跡は、秦寺周辺に形成 された集落跡 と推定

される。

2006-37区 の 調 査(図14・ 図 版7)

本 調 査 は 、 麻 生 中948-5に お い て 実施 した。 調 査 は 、 申請 地 の 浄 化 槽 部 分 につ い て調 査 区(4.5㎡)を 設 定 し

て行 っ た 。

調 査 区 の 層 序 は 、 第1層 が 盛 土(層 厚0。45～0.74m)、 第2層 は耕 作 土(層 厚0.15～0.2m)、 第3層 は にぶ い

黄褐 色 礫 混 じ り土(地 山)で あ る。
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1:盛 土

1旧1:懲 壽,。ぶ、蝿 鰈 混。,土(地 山)

図142006-37区
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地層堆積状況から判断して、地層が削 り取られてお り遺物包含層、遺構は確認できなかった。遺物は出土して

いない。(三 浦)

9.新 井 ・鳥 羽 北遺 跡

本遺跡は、津田川左岸の中位段丘上、標高16～18mに 位置 し、周知の遺跡として中世、近世の集落跡 と推定 し

ている。本遺跡の周辺には、弥生時代から室町時代にかけての集落跡である新井 ・鳥羽遺跡、平安時代か ら近世

にかけての集落跡である小瀬遺跡、中世の集落跡と推定 され る半田ヨコマクラ遺跡、小瀬与九郎遺跡が存在する。

本遺跡においては、これまでの調査で中世の掘立柱建物跡、溝、鋤溝等を検出してお り、中世の集落跡、耕地

跡が存在 したものと推測される。

2006-19区 の調 査(図15・ 図版8)

本調査は、新井97-8、97-12に おいて実施した。調査は、申請地の建物部分 と浄化槽部分について2箇 所の

調査区(計19㎡)を 設定して行った。

調査区1・2の 基本層序は、第1層 が盛土、第2層 は旧耕土、第3層 はにぶい黄色土混じり黄灰色土～灰オ リ

ーブ色土、第4層 は明黄褐色粘土(地 山)で ある。

第3層 より瓦器、須恵質土器が出土してお り、中世の遺物包含層 と考えられる。

調査区1・2の 地山面において遺構検出を行い、調査区1よ り南北方向の溝(SD-1)と 鋤溝を検出している。

SD-1の 規模は、幅0.4m、 深さ0.05m～0.15m、 埋土は上層が灰色粗砂混じり粘質シル ト、下層は灰色粗砂で

ある。遺物は出土していない。

鋤溝は、南北方向と東西方向の2種 類を検出した。鋤溝の埋土は、南北方向が灰色砂質土、東西方向は灰色砂

混じり土である。南北方向の鋤溝より瓦器が出土している。

本 申請地にっいては、出土遺物や検出した遺構により中世の耕地跡 と考えられ、南北方向の溝(SD-1)は 耕

地に伴 う水路 と推測 される。(木 嶋)

10.石 才 南 遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上に位置し、周知の遺跡 として弥生時代か ら古墳時代の集落跡 と推定 してい

る。本遺跡の周辺には、縄文時代、平安時代～中世の散布地である石才遺跡、弥隼時代、古墳時代、中世の集落

跡である新井ノ池遺跡、奈良時代～平安時代の散布地である清児遺跡が存在す る。本遺跡は、昭和63年(1988

年)の(財)大 阪府埋蔵文化財協会(現:(財)大 阪府文化財センター)の 調査において古墳時代中期以後の竪

穴住居が3棟 、掘立柱建物が9棟 検出されている。

2006-27区 の 調 査(図16・ 図版9)

本調査は、麻生中421-1の 一部において実施 した。調査は、浄化槽設置部分に調査区(4㎡)を 設定して行

った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.6m)、 第2層 は盛土2(層 厚0.7m)、 第3層 は灰オ リーブ色土(層 厚

0.1～0.15m)、 第4層 は暗灰黄色土(層 厚0.1m)、 第5層 は灰色礫混 じり砂である。

地層の堆積状況、出土遺物か ら判断 して第3層 は床土、第4層 は中世の遺物包含層、第5層 は溝あるいは流路

堆積層 と考えられる。

第5層 上面で遺構検出を実施 したが、地面が削り取られている可能性があり、遺構は確認できなかった。遺物

は第4層 か ら瓦器が出土 した。

本 申請地の北西側において、貝塚中央線の新設工事に伴 う発掘調査が、昭和61・62年 度(1986・1987年)に

(財)大 阪府文化財センター(旧(財)大 阪府埋蔵文化財協会)に より行なわれている。昭和61・62年 度に自然

河川(3001-OR)が 検出されてお り、検出幅5m以 上、深さ1.5m以 上である。遺物は須恵器、弥生土器が出土
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して い る 。 (三浦)

2006-57区 の 調 査(図16・ 図 版10)

調 査 は 、 麻 生 中452-1に お い て 実 施 した。 調 査 は 、浄 化 槽 部 分 にお い て 調 査 区(6㎡)を 設 定 して 行 っ た。

調 査 区 の 層 序 は 、1層 が 盛 土(層 厚0.3m)、2層 は 旧耕 土(層 厚0.15m)、3層 は に ぶ い 黄 橙 色 シル ト(層 厚

0.05～0.1m)、4層 は褐 灰 色 シル ト(層 厚0.1m)、5層 は灰 黄褐 色 砂 礫(層 厚0.6m)、6層 は にぶ い 黄 色 砂 質 シ

ル ト～ 砂(層 厚0.4m以 上)で あ る。

3層 ・4層 は 遺 物 包 含 層 で あ り、3層 よ り瓦器 、 土 師器 、 須 恵 器 、4層 よ り土 師 器 、須 恵 器 が 出 土 して い る 。

遺 物 包 含 層 の時 期 につ い て は 、3層 が 中 世 、4層 は 古 墳 時 代 の 可 能 性 が あ る。5層 上 面 に お い て遺 構 検 出 を行 い 、

土 坑1基(SK-1)を 検 出 した。SK-1の 規模 は 南 北 長 が1.2m、 深 さ0.2m、 埋 土 は にぶ い 黄橙 色 土 に褐 灰 色 ブ

ロ ッ ク土 が 混入 して い る。SK-1よ り土 師 器 、 須 恵 器 が 出土 して い る。SK-1の 時 期 に つ い て は 古 墳 時 代 の 可 能

性 が あ り、性 格 に っ い て は 不 明 で あ る。

4
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調査区1
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1
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L=KBM

1盛 土(第1層)

2旧 耕 土(第2層)

32.5Y6/3に ぶい黄色土混 じり2.5Y6/1黄 灰色 土'(第3層)

45Y6/2灰 オ リーブ色土(第3層)

510Y6/1灰 色粗砂混 じ り粘質 シル ト(SD-1)

610YR6/1灰 色粗砂(SD-1)

72.5Y6/6明 黄褐色粘土(第4層 ・地山)
0 0.5m

i

図152006-19区
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1:盛 土

2:盛 士2

3:7.5Y6/2灰 オ リー ブ色 土

4:2.5Y5/2暗 灰 黄 色 土

5:7.5Y5/i灰 色 礫 混 じ り砂

1:盛 土

2:旧 耕 土

3:10YR7/2に ぶ い 黄橙 色 シル ト

4:10YR6/1褐 灰 色 シル ト

5:10YR4/2灰 黄 褐 色 砂 礫

6:2.5Y6/3に ぶ い黄 色 砂 質 シル ト～砂

7:7.5Y4/1褐 灰 色 ブ ロ ック土(SK-1)

8:10YR6/3に ぶ い黄 橙 色 土(SK-1)

2006-57区

図162006-27区 ・2006-57区
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5層 ・6層 は河川堆積層であり、遺物等は出土していないため埋没時期は不明である。

申請地においては、宅地造成に伴 う調査により弥生時代から古墳時代にかけての土坑1基 、溝3条 、柱穴1基

を検出している。土坑については焼土、炭 ・灰 を含むことか ら竪穴住居の炉の可能性があ り、申請地周辺は、弥

生時代か ら古墳時代にかけての集落域と推測される。(木 嶋)

11.地 蔵 堂 廃 寺

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置 し、平安時代後期の創建 と考 えられる地蔵堂廃寺

として周知されている。本遺跡の北側には4世 紀末の築造と推定される前方後円墳である地蔵堂丸W古 墳があ り、

また本遺跡の西側には、昭和56年 度(1981年)、 昭和60年 度(1985年)の 小学校の建て替 え工事に伴 う調査によ

り5世 紀後半～末にかけての円墳2基 、方墳1基 を検出している。

2006-25区 の 調 査(図17・ 図 版11)

本 調 査 は 、 地 蔵 堂93-1、94-2に お い て 実施 した 。 調 査 は 、 建 築 建 物 部 分 に っ い て 調 査 区(10㎡)を 設 定

して行 っ た 。

調 査 区 の 層 序 は 、 第1層 が 盛 土(層 厚0.35m)、 第2層 は耕 作 土(層 厚0.12～0.16m)、 第3層 は 黄 褐 色 粘 土

(層厚0.2～0.24m)、 第4層 は 黄褐 色 粘 土(層 厚0.2～0.26m)、 第5層 は 明 黄褐 色粘 土(地 山)で あ る。

第3層 、第4層 は 、 中 世 の 遺 物 包 含 層 で あ り土 師 器 、瓦 器 、 瓦 が 出 土 して い る。 地 山上 面 で 遺 構 検 出 を行 な っ

た が 、地 層 堆 積 状 況 か ら判 断 して 地 面 が 削 り取 られ てお り遺 構 は存 在 しな い こ とが 明 らか と な った 。(三 浦)

12.地 蔵 堂 遺 跡

地蔵堂遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置し、その範囲は前方後円墳である地蔵堂丸山古

墳、平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺を包括する。地蔵堂丸山古墳は、平成14年 度(2002年)の 調査により墳

丘に伴 う葺石及び埴輪列を検出した。出土 した円筒埴輪か ら古墳は4世 紀末に築造されたと考えられる。本遺跡

では、中 ・近世の耕地跡、中世の素掘 り井戸等を検出している。

2006-45区 の 調 査(図17・ 図 版11)

本調査は、地蔵堂228の 一部において実施 した。調査は申請地内および浄化槽部分において2箇 所の調査区

(計16㎡)を 設定 して行った。

調査区1・2の 層序は、第1層 が盛土、第2層 は撹乱、第3層 は明黄褐色粘土(地 山)で あ り、遺物包含層は

検出できなかった。

撹乱は、以前に建てられていた建物に伴 うものであり、調査区2で は焼土を伴 う撹乱を検出してお り、これは

土地の所有者によると風呂の焚き口にあたる。

調査区1・2に おいては地山面で遺構検出を行ったが、土地の削平を受けてお り遺構は確認できなった。(木嶋)

13.堤 西 浦 遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約18mに 立地する。本遺跡は平成17年 度に新規に遺跡登録 してお り、

奈良時代 ・中世の集落跡 と推定している。平成17年 度(2006年)の 試掘調査では、須恵器、土師器、瓦器が出土

してお り、古代 と中世の遺物包含層を確認 している。

2005-62区 の調 査(図18・ 図 版12)

本調査は、堤263-3の 一部において実施 した。調査は、申請建物の基礎部分において2箇 所の調査区(計

14.25㎡)を 設定して行った。

調査区1・2の 層序は、第1層 が盛土 ・撹乱および旧耕土、第2層 はにぶい黄橙色粘質土、第3層 は明黄褐色
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1:盛 土
2:耕 作土

3:2.5Y5/6黄 褐色粘土

4:2.5Y5/3黄 褐色粘土
5:2.5Y6/6明 黄褐色粘土(地 山)

2006-25区

1:盛 土(第1層)

2～5:撹 乱(第2層)

6:10YR6/6明 黄褐 色粘土(地 山 ・第3層) 2006-45区

図172006-25区 ・2006-45区
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1:盛 土 ・撹 乱(第1層)

2:旧 耕 土(第1層)

3:10YR6/4に ぶ い 黄 橙 色 粘 質 土(第2層)

4:2.5Y7/1灰 白色 土(Pit-3)

5:2.5Y6/6明 黄 褐 色 土 混 じ り2.5Y7/1灰 白色 土(Pit-3)

6:10YR4/2灰 黄 褐 色 粘 質 土(SK-1)

7:2.5Y7/6明 黄 褐 色 粘 質 シル ト～ シル ト(地w・ 第3層)

0 2m
匸

図182005・62区
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粘質シル ト～シル ト(地 山)で ある。

調査区1の 第2層 上面および地山面、調査区2の 地山面において遺構検出を行った。調査区2つ いては、土地

の削平により遺構は確認できなかった。調査区1に おいて第2層 上面で鋤溝、地山面で小土坑、土坑を検出した。

第2層 上面で検出した北東一南西方向の鋤溝は、埋土が黄灰色土であ り、土師器、瓦器が出土 している。第2

層より土師器、瓦器が出土していることから、第2層 と鋤溝は中世に属するものと考えられる。

調査区1中 央部において小土坑3基(Pit-1～3)を 検出した。小土坑の規模は、径約0.3m、 深さ約0.1m、

埋土は灰白色土である。遺物はPit-3よ り土師器が出土している。 これ ら小土坑は建物の柱穴の可能性がある。

調査区1の 北部において土坑(SK-1)を 検出した。SK-1の 深さは0.2mで あり、その範囲は調査区外に及

ぶ。埋土は灰黄褐色粘質土であり、土師器が出土している。SK-1の 性格については不明である。

調査区1の 地山面で検出した遺構にっいては、遺物の出土量が少ないため、時期は不明であるが、瓦器、土師

器が出土 している第2層 との関係により、これらの遺構は中世以前に遡ると推測 され、中世の耕地化以前に建物

等が存在 していた可能性がある。(木 嶋)

14.三 ヶ山 西遺 跡

本遺跡は、近木川右岸 に位置 し、標高70mの 段丘上に立地する。本市による平成11年 度(1999年)の 調査では、

中世の遺物包含層より縄文土器が混在 してお り、調査区の周辺において縄文期の遺物包含層および遺構が存在 し

ている可能性が高い。また(財)大 阪府埋蔵文化財協会(現:(財)大 阪府文化財センター)の 調査では、中世

の掘立柱建物跡等の遺構が検出されている。

2006-14区 の調 査(図19・ 図 版13)

本調査は、三ツ松1451-1の 一部、1452に おいて実施 した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(8

㎡)を 設定して行った。

調査区の層序にっいては、1～8層 は盛土および撹乱であり、遺物包含層は確認できなかった。遺物は出土し

ていない。9層 は黄褐色粘質シル ト(地 山)で ある。植木の根により地山面の検出が困難であったため、遺構検

出は行っていない。調査区の断面観察等により土地は削平を受けているものと考えられる。

申請地周辺における調査事例では、中世の鋤溝等の遺構や遺物包含層を検出している。(木 嶋)

15.水 間 ニ ノ 戸遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高71mに 位置 し、周知の遺跡として中世の集落跡 と推定している。本

遺跡の周辺 には、三ヶ山西遺跡では、中世の掘立柱建物跡等の遺構や中世の遺物と混在して縄文土器が出土して

いる。橘池遺跡では、中世の遺物包含層 と鋤溝群等の中世の耕地跡を検出している。

2006-6区 の 調 査(図20・ 図 版14)

本調査は、水間164-1、165に おいて実施 した。調査は申請地の浄化槽部分において、調査区(7.5㎡)を 設

定 して行った。

調査区の層序は、1層 が盛土(層 厚0.6m)、2層 は旧耕土(層 厚0.2m)、3層 はにぶい黄橙色土(層 厚0.06

m)、4層 は灰黄褐色砂質土混 じり褐灰色粘質シル ト(層 厚0.1m)、5層 は褐灰色砂混じり粘質シル ト(層 厚

0.08m)、6層 は黄灰色砂混 じりシル ト(層 厚0.1m)、7層 は黄褐色粘土(地 由)で ある。

4層 ～6層 は遺物包含層 と考えられ、4層 より土師器、6層 より土師器、瓦器が出土している。出土遺物によ

り、これ らの遺物包含層の時期は中世と考えられる。

4層 上面、地山面において遺構検出を行ったが、湧水等により遺構は確認できなかった。

本遺跡周辺の三ヶW西 遺跡や橘池遺跡の調査事例において、中世の耕地跡を検出していることにより、本調査

区で検出 した遺物包含層は中世の耕地層であると推測される。(木 嶋)
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道路一
1表 土
210YR7/1灰 白色砂礫(3～15cm大 の礫 を多量 に含む)

310YR6/2灰 黄褐色土(盛 土)

42.5Y5/1黄 灰色土(盛 土)

510YR2/1黒 色土(炭 化物)

610YR5/6黄 褐色粘質シル ト(地 山)

72.5Y3/1黒 褐色炭化物 混 じり土(撹 乱)

82.5Y5/1黄 灰色土(盛 土)

910YR6/2灰 黄褐色礫混 じり土(撹 乱)

図192006-14区

2006-35区 の 調 査(図20・ 図 版15)

本 調 査 は 、 水 間250-1の 一部 、 三 ツ松758-2の 一 部 に お い て 実 施 した 。 調 査 は 、 申請 地 内 に お い て2箇 所 の

調 査 区(計14㎡)を 設 定 して行 っ た。

調 査 区1の 層 序 は、1層 が盛 土 ・撹 乱 層(層 厚0.25～0.3m)、2層 は耕 作 土(層 厚0.15～0.2m)、3層 は 暗灰

黄色 粗 砂 混 じ り土(層 厚o.a～0.23m)、4層 は 暗灰 黄 色 土 ・灰 色 土 混 じ り土(層 厚0.05～0.1m)、5層 は灰 黄褐

色 土(地 山)で あ る。

3層 、4層 は地 層 堆 積 状 況 か ら判 断 して 、 地層 が 削 り取 られ た 際 の 撹 乱 層 ・盛 土 と考 え られ る。 地 山上 面 で 遺

構 検 出 を 行 った が 、地 層 が 削 り取 られ て お り遺 物 包含 層 、 遺 構 は確 認 で き なか っ た。

調 査 区2の 層 序 は 、1層 が盛 土 ・撹 乱 層(層 厚0.3～0.4m)、3層 は 暗灰 黄 色 粗 砂 混 じ り土(層 厚0.2m)、5

層 は灰 黄 褐 色 土(地 山)で あ る。

3層 は 、 調 査 区1同 様 に 地層 が 削 り取 られ た 際 の 撹 乱層 ・盛 土 と考 え られ る。 地 山上 面 で 遺構 検 出 を行 った が 、

地層 が 削 り取 られ て お り、 遺物 包 含 層 、 遺構 は 確 認 で きな か った 。(三 浦)

2005-61区 の 調 査(図21・ 図 版13)

本 調 査 は、 水 間239-1に お い て 実 施 した。 調 査 は 、 申請 地 内 に お い て 調 査 区(9㎡)を 設 定 して行 っ た。

調 査 区 の層 序 は 、1層 が 盛 土お よび 撹 乱(層 厚0.5m)、2層 は灰 白色 土(層 厚0.2m)、3層 は灰 黄 色 粘 質 土
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1:盛 土
2:旧 耕 土

3:10YR6/3に ぶい黄橙 色土

4:10YR6/2灰 黄褐 色砂 質土混 じり10YR6/1褐 灰色粘質 シル ト

5:10YR6/1褐 灰色砂 混 じり粘質 シル ト
6:2.5Y5/1黄 灰色砂 混 じりシル ト(マ ンガンが沈着す る)

7:10YR5/6黄 褐色 粘土(地 山)

1:盛 土 ・撹乱

2:耕 作土 _
3:2.5Y4/2暗 灰 黄色粗砂 混 じり土

4:2.5Y4/2暗 灰 黄色土 ・灰 色土混 じり土

5:10YR4/2灰 黄褐 色土(地 山)

図202006-6区 ・2006-35区
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(層厚0.4m)、4層 は灰 白色土(層 厚0.1m)、5層 は黄褐色土(層 厚0.05m)、6層 は灰オ リーブ色細礫混じり

粘質土(層 厚0.08m)、7層 はにぶい黄褐色礫(地 山)で ある。

調査区の西端部において4～6層 を検出 し、土層等の観察により、これ らは旧耕土層 と考えられる。4～6層

より遺物は出土していない。2・3層 にっいては、調査区の壁面観察や 申請地の地形が西方向ヘー段下がってい

ることにより、段差が存在 していたと推測される。また調査区の掘削中に15cm大 の河原石を数点確認 している

ことによ り、この段差には石組等が設けられていた可能性がある。

地山面において遺構検出を行ったが、土地の削平等を受けているため、遺構は確認できなかった。(木 嶋)

＼

A'

L巨 ≡コ

段差

A
」

調査区

道路

0
4

10m

i

2

3

4

盛 土、撹乱
5Y7/1灰 白色 土

2.5Y6/2灰 黄色粘質土

2.5Y7/1灰 白色土

5:10YR5/6黄 褐 色土

6:5Y5/2灰 オ リーブ色細礫混 じり粘 質土

7:10YR5/3に ぶい黄褐 色礫(地 山 ・io～15cm大 の礫を含む)

図212005-61区.

第3章 平成元年 ・平成2年 の調査

国庫補助事業による平成元年 ・平成2年 の発掘調査について、概要報告書より一部抜け落ちた調査分があ り、

改めてここに一覧 と位置図を掲載する。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地 報告済(○)

(平成元年)

1 沢 城 跡 第1調 査区 SJ 浦 田75-1

2 明 楽 寺 跡 第2調 査区 MRJ 沢536-4

3 地 蔵 堂 遺 跡 第3調 査区 GZZ 地蔵堂iz2i

4 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 第4調 査区 JH 近木985

5 沢 遺 跡 第5調 査区 S 沢533 0

6 沢 遺 跡 第6調 査区 S 沢717-1 0

7 石 才 南 遺 跡 第7調 査区 ISS 麻生 中498他

8 貝 塚 寺 内 町'遺 跡 第8調 査区 JN 北町258

9 清 児 遺 跡 第9調 査区 SG 麻生 中65

(平成2年)

io 土 生 遺 跡 第1調 査区 HB 久保507-4

ii 地 蔵 堂 廃 寺 第2調 査区 GZZH 地蔵 堂92-2 0

iz 加 治 ・ 神 前 ・ 畠 中 遺 跡 第3調 査区 ㎜ 畠 中1-188-2

13 地 蔵 堂 遺 跡 第4調 査区 GZZ 地蔵 堂288-3、287-2 O

14 加 治 ・ 神 前 ・ 畠 中 遺 跡 第5調 査区 KKH 畠 中1-204-2 0

15 加 治 ・ 神 前 ・ 畠 中 遺 跡 第6調 査区 KKH 海塚3-373 0

16 名 越 遺 跡 第7調 査区 NG 清児523-1

17 土 生 遺 跡 第8調 査区 HB 久保512

表2平 成元年、平成2年 国庫補助事業e覧
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図22調 査地位置 図(平 成元年 ・2年)
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図23調 査地位置 図(平 成元年 ・2年)
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図24調 査地位置 図(平 成元年 ・2年)
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報告書抄録

ふ り が なかいつかしいせきぐんはっくっちょうさがいよう

書 名 貝塚市遺跡群発掘調査概要

副 書 名

巻 次 29

シ リ ー ズ 名 貝塚市埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第71集

編 著 者 名 三浦基 木嶋崇晴

編 集 機 関貝塚市教育委員会

所 在 地 〒597-8585大 阪 府 貝 塚 市 畠 中1-17-1翫072-423-2151

発 行 年 月 日西 暦2007年3月30日

ふ りが な

所収 遺跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

2m 調査原因
市町村 遺跡番号

縄髓跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

くぼ久 保
27208 103

34度26分

44秒

135度22

分37秒

2006

0106

6.75 兼用住宅

灘 欝 き

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

錠
a7zo8 34

34度25分

53秒

135度20

分49秒

2006

0116^0117

3.75 個人住宅

霜 当髓 跡

おおさかふかいつかし
大 阪府 貝塚 市

みずま水 間
27208 108

34度24分

10秒

135度23

分7秒

2006

0izo

9 兼用住宅

購 韆 蹴き

おおさかふかいつかし大 阪府
貝 塚 市

つつみ

堤

27208 123
34度25分

51秒

135度21

分21秒

2006

0126^-0127

14.25 兼用住宅

さわじょうあと

沢 城 跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

鍵
27208 28

34度26分

5秒

135度20

分36秒

2006

0206^0210

32.5 個人住宅

豸蒲豐讒 跡

おおさかふ かいつかし大
阪府 貝 塚 市

みずま
水 間

27208 108
34度24分

15秒

135度23

分13秒

2006

0427^-0428

7.5 個人住宅

みかやまにしいせき
三 ヶ山 西 遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

みつまつ
三ツ松

27208 69
34度24分

28秒

135度23

分0秒

2006

0525^0526

8 個人住宅

暑痢翻穐跡

おおさかふかいつかし
大 阪府 貝 塚 市
にい

新井

27208 75
34分26分

30秒

135度21

分59秒

2006

0627^-0628

19 個人住宅

はぶいせき土 生遺 跡

おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

くぼ久 保
27208 61

34度26分

53秒

135度22

分37秒

2006

0630

7 個人住宅

さわにしいせき

沢西遺跡

おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝塚 市

菠
27208 78

34度25分

49秒

135度20

分28秒

2006

0704

4.5 個人住宅

羅ど鑿 寺

おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

じぞうどう
地 蔵 堂

27208 8
34度25分

36秒

135度21

分17秒

2006

0713^-0714

10 個人住宅

瀞 鵠欝 せき

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
あそなか
麻生中

27208 70
34度25分

42秒

135度22

分4秒

2006

0724-0725

4 個人住宅

鞘勸
おおさかふ かいつかし大 阪府 貝塚 市

錨欝
z7zoa 80

34度27分

8秒

135度21

分43秒

2006

0821^-0822

6.5 個人住宅

矯巴髓 跡
おおさかふ かいつかし

大 阪府 貝 塚 市
みずま、みつまつ水 間

、三 ツ松

27208 108
34度24分

16秒

135度23

分11秒

2006

0824^0825

14 個人住宅

はんだいせき

半田遺跡

おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

あそなか

麻 生 中

z7zos 31
34度26分

9秒

135度22

分29秒

2006

0829^-0830

4.5 個人住宅
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ふ り が な
b

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

am 調査原因
市町村 遺跡番号

さわじょうあと

沢城跡

おおさかふかいつかし'
大 阪 府 貝 塚 市

謎
27208 28

34度26分

6秒

135度20

分43秒

2006

0919^0920

4.8 個人住宅

矯讖 灘跡
おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

羅 豊
27208 72

34度25分

43秒

135度21

分11秒

2006

1016^-1017

16 個人住宅

かじ・こうざき・はたけなかいせき

加治神 前 串゚中遺跡

おおさかふかいつかし

大 阪 府 貝 塚 市
うみつか

海 塚

27208 23
34度26分

33秒

135度21

分23秒

2006

1113

7.5 個人住宅

宕篇 嬲 せき

おおさかふ かいつかし

大 阪 府 貝 塚 市
あそなか麻 生 中

27208 70
34度25分

44秒

135度22

分0秒

2006

1219

6 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

谿醸跡 集落跡

灘 欝 き 集落跡 中世 溝

矯巴髓 跡 集落跡

つつみにしうらいせき

堤西浦遺跡 集落跡 中世 鋤溝、小土坑、土坑

さわじょうあと

沢 城 跡 城跡、集落跡 中世 柱穴、溝状遺構

矯巴髓 跡 集落跡 中世 土師器、瓦器

みかやまにしいせき
三ヶ山西遺跡 散布地

1

辮 囓朧嶺跡 集落跡 中世

、

溝、鋤溝 瓦器、須恵質土器

はぶいせき
土生 遺 跡 集落跡 中世 一 溝状遺構 土師器

さわにしいせき

沢西遺跡 集落跡1 中世 溝、鋤溝 土師器、瓦器、陶器

羅 蜀驩寺
古墳、集落跡、

寺院跡
古墳時代～室町時代 土 師器 、瓦 器 、瓦

髀 箭嬲 せき 集落跡 弥生時代～古墳時代 流路 瓦器

つだいせき

津 田遺 跡 集落跡、窯跡 中世～近世

霜 当鶚 跡 集落跡
.中 世

はんだいせき

半 田遺 跡
集落跡 中世

さわじょうあと

沢城跡 城跡、集落跡 中世、戦国時代

羅 薹欝跡
古墳、集落跡、

寺院跡
古墳時代～室町時代

かじ・こうざき・はたけなかいせき

加治・神前・畠中遺跡 集落跡 弥生時代～室町時代

岩鵜 欝 せき 集落跡 古墳時代、中世 土坑 土師器、瓦器、須恵器
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平成元年の調査

、

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コー ド
.北 緯遺跡番号 東 経 調査期間 調査面積

z
m

調査原因
市町村

さわじょうあと
沢 城 跡

大阪府貝塚市
浦田

27208 2$
34度25分

59秒

135度20分

40秒

.;.

0417A-0421
40

6

個人住宅

みょうらくじあと
明 楽 寺 跡

大阪府貝塚市
沢

27208 24
34度25分

58秒

135度20分

28秒 層

.;.

05b9^-0519
40 個人住 宅 防

驫盤薪
大阪府貝塚市
地蔵堂

27208 72
34度25分

38秒

135度21分

10秒

.;.

0619
10 個人住宅

賑 鏘 驪誅せき
大阪府貝塚市
近木

27208 22
34度26分

48秒

135度21分

26秒

.;.

OZO6
so 個人住宅

さわいせき
沢遺跡

大阪府貝塚市
沢

27208 3
34度26分0

秒

135度20分

28秒

.;.

0724^0804
42

'個 人住 宅

さわいせき
沢遺跡

大阪府貝塚市
沢

27208 3
34度26分2

秒

135度20分

29秒

.;.

0904^-0921.
90 個人住宅

いしざいみなみいせき

石 才南 遺跡

大阪府貝塚市
麻生中

27208 70
34度25分

44秒

135度22分

7秒

.;.

0926^-1007
30" 個人住宅

賑鏘 搬誹き
大阪府貝塚市
北町

27208 22
34分27分3

秒

135度21分

22秒

.;.

1018A-1021
az 個人住宅

せちこいせき
清 児遺跡

モ大阪府貝塚市
麻生 甲

27208 36
34度25分

43秒

135度22分

38秒

.;.

1030A-1104
11 個人住宅

所収遺跡名
も

種別
.

主な時代 ,主 な遺構 主な遺物 特記事項

さわじょうあと

沢城 跡 城跡 、集 落跡 中世 溝6条 、柱穴群、性格不

明遺構

瓦器椀 ・小皿 、土師器小皿、

須恵器甕
一 みょうらくじあと

明 楽 寺 跡
寺院跡 中世

'

溝1条 瓦器椀 ・小皿 、須恵器鉢、瓦

驫邂欝 集落跡
, r'

土師器、瓦

かいつかじないちょういせき

貝 塚 寺 内 町 遺 跡 城郭寺院跡 陶磁器、瓦

さわいせき
沢遺跡

集落跡 「
匿「 .溝1条 、柱 穴 群 須 恵器杯 、黒色土器椀、瓦器

椀 ・小皿、土師器 、瓦

さわいせき
沢遺跡

集落跡
F

r

溝 、t坑 、性格不 明遺

構 、柱穴群

土師質土器 、陶磁器 、古銭 、

瓦、土師器、瓦器

いしざいみなみいせき
石 才 南 遺 跡 集落跡

溝 、土坑、性格不 明遺

構

かいつかじないちょういせき
貝 塚 寺 内 町 遺 跡 城郭寺院跡 近世～近代

・ 溝
、埋 甕

須 恵器蛸壺、土師質土錘 、陶

磁器 、窯道具 、瓦

せちこいせき
清児遺跡

散布地
噌

瓦器椀 、土師器、須恵器

平成2年 の調査

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コー ド
北 緯 東 経 調査期間

調査面積
zm 調査原因

市町村 遺跡番号

はぶ いせき
土 生遺跡

大阪府貝塚市
久保

27208 61
34度26分

47秒

1351x22分

40秒

1990

0709^-0710
15 個人住宅

驫飜 等
大阪府貝塚市
地蔵堂

27208 8
34度25分

36秒

135度21分

17秒

1990

0719^-0724
15 個人住宅

かじ・こうざき・はたけなかいせき
加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡

大阪府貝塚市
畠中

27208 23
34度26分

10秒

135度21分

11秒

1990

0828^-0914
30 個人住宅

驫擢鏃
大阪府貝塚市
地蔵堂

27208 72
34度25分

40秒

135度21分

19秒

1990

0926-1005
42 個人住宅

かじ・こうざき・はたけなかいせき
加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡

大阪府貝塚市
畠中

27208 23
34度26分

16秒

135度21分

22秒

1990

1015^-1023
10 個人住宅

かじ・こうざき・はたけなかいせき
加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡

大阪府貝塚市
海塚

27208 23
34度26分

38秒

135度21分

18秒

1990

1101^-1115
20 個人住宅

なごせいせき
名 越遺跡

大阪府貝塚市
清児

27208 71
34度25分

31秒

135度22分

29秒

1991

0212^-0219
60 個人住宅

饕孅
大阪府貝塚市
久俣

27208 61
34度26分

52秒

135度22分

33秒

1991

0221^-0225
40 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

はぶ いせき土生遺跡 集落跡 弥生時代 溝1条 弥生土器(長 頸壺 ・高杯)

矯讖辭 寺院跡 中世 溝1条
瓦器 椀 ・小皿 、土 師 器 小 皿 、

瓦 質鉢 、瓦 、

かじ・こうざき・はたけなかいせき

加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡 集落跡 溝2条 、ピット 瓦器 、土師器

驫鸛薪
古墳、集落跡 、

社寺跡
性 格不明遺構、柱 穴 土師器甕

かじ・こうざき・はたけなかいせき

加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡 集落跡 溝2条 、ピット3基 土師器 、須恵器、瓦器

かじ・こうざき・はたけなかいせき

加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡
溝1条 土師器 、瓦器

なごせいせき名 越遺跡 散布地 溝3条 、ピット2基、性格

不明遺構
土師器 、須恵器 、瓦器

饕欝 集落跡 土師器 、須恵器 、瓦器

一30一
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1.2005-56区 完 掘 状 況(西 よ り)
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2.2006-21区 調 査 区1完 掘 状 況'(東 よ り)
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1.2006-34区 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2006-50区 完 掘 状況(北 よ り)
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1.2005-66区 完 掘 状 況(南 よ り)

2.2005-66区 調査 区東 壁断 面(西 よ り)
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1.2006-40区 完 掘 状況(東 よ り)

2.2006-40区 調 査 区南壁 断 面(北 よ り)
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1.2006-23区 完 掘 状 況(西 よ り)

2.2006-23区 調 査 区西壁 断面(東 よ り)
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1.2005-59区 完 掘 状 況(南 よ り)

2.2005-59区 調 査 区西壁 断面(東 よ り)
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1.2006-37区 完掘 状 況(南 よ り)

2.2006-37区 調査 区西 壁断 面(東 よ り)
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1.2006-19区 完 掘 状 況(南 よ り)

2.2006-19区 調 査 区西 壁断 面(東 よ り)
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1.2006-27区 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2006-27区 調 査 区西壁 断面(東 よ り)
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1.2006-57区 完 掘状 況(東 よ り)

2.2006-57区 調 査 区南壁 断面(北 よ り)



1、2006-25区 完 掘 状 況(北 よ り)

2.2006-45区 調査 区1完 掘状 況(東 よ り)
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1.2005-62区 調 査 区1第1面 鋤 溝完 掘状 況(北 よ り)

2.2005-62区 調 査 区1第2面 完 掘状 況(東 よ り)



1.2006-14区 完 掘 状 況.(東 よ り)

2.2005-61区 完 掘 状 況(東 よ り)
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1.2006-6区 完掘 状況(東 よ り)

2.2006-6区 調査 区北 壁断 面(南 よ り)



図

版

15

水

間

ニ

ノ

戸

遺

跡

(
2

0

0

6

-
35

区

)

1.2006-35区 調査 区1完 掘状 況(西 よ り)

2.2006-35区 調 査 区1北 壁断 面(南 よ り)
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